
鋸南復興アクセラレーション給与等規程  

（目的）  

第1条 この規程は、鋸南復興アクセラレーション(以下「この任意団体」という。)ガバナン

ス・コンプライアンス整備のための基本規定に基づき、役員及び会員の給与に関し必要な事項

を定めることを目的とする。  

 

（給与等の定義）  

第２条 この規程で給与等とは、基本給、通勤手当、役職手当、時間外勤務手当をいう。  

 

（給与の支給と控除）  

第３条 役員の給与は、その全額を本人名義の銀行口座に振り込む方法により支給する。 

   会員の給与は、受領書または領収書と引き換えに、その全額を本人に支給する。 

   ２ 源泉所得税は、給与から控除する。 ただし、臨時採用の会員は、控除しない。 

 

 

（給与の計算期間及び支払日）  

第４条 給与は、当月１日から起算し、当月末日を締切りとした期間について計算し、 翌月５日に 支

給する。ただし、支払日が休日に当たるときは、その前日に繰り上げて支給する。  

  ２ 前項の計算期間の中途で採用、または退職した場合の月額による給与は、当該計算期間の所定

労働時間数を基準に時間割り計算して支給する。  

 

（基本給の決定）  

第５条 基本給は、本人の職務内容、能力、勤務成績等を勘案して、各人別に、月給、日給または時間

給により、役員会で決定し、代表の承認を得るものとする。  

 

（通勤手当）  

第６条 通勤手当は、合理的と認められる経路に応じ、通勤に要する実費に相当する額を支給する。 

 

 （役職手当）  

第７条 役職手当は、代表、副代表職にある者に対し支給する。手当の額は年度ごとに財政状況を勘

案の うえ、適切な額を当該年度の収支予算に盛り込むのものとする。ただし、2022年3月まで

は該当しない。  



 

（超過勤務手当）  

第８条 1日8時間、1週（日曜日～土曜日）40時間を超えた勤務に対して超過勤務手当を支給する。 

   ２ 超過勤務手当は、時間給制のため、次の算式により計算して支給する。 

    ア 所定勤務時間を超えて勤務させた場合 時間給×1.25×時間外勤務時間数 

    イ 法定休日に勤務をさせた場合 時間給×1.35×休日勤務時間数 

   ３ 前項の1か月平均所定勤務時間数は、次の算式により計算する。 

    （毎年10月1日から1年間における所定労働時間数の合計）÷12 

 

（休暇等の給与）  

第９条 休暇等の給与は、支給しない。 

 

（欠勤等の扱い）  

第１０条 欠勤等の給与は、支給しない。 

 

（給与の改定）  

第１１条 給与の改定は、基本給を対象に、随時、職員の勤務成績を評価し、実施する場合がある。 

 

 （賞 与）  

第１２条 賞与は、原則として支給しない。ただし、特別に顕著な功績があったと認められる職員に対

し、財政状況を勘案のうえ、支給する場合がある。  

 

（退職金）  

第１３条 職員の退職に伴う退職金は、支給しない。  

 

附 則  

この規程は、令和3年10月1日から施行する。 


